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—— 山崎さんには、開学以前から高知工科大学に様々

な支援をいただいてきました。ありがとうございます。

開学して15年がたちましたが、本学に対して今、どのよう

な思いをお持ちでしょうか。

２０年前に、大学ができるということで、地元が賑

わう起爆剤になると夢を膨らませ、関係する方々と

共に様々な取り組みも行ってきましたが、それぞれ

の夢が現実のものとなったかと言えば、関係者の一

人としてその非力さを自省せざるを得ません。一つ

例をあげれば、先日、香美市が小中学生に行ったア

ンケートの「香美市で自慢できるものは何ですか」

という項目の回答に、工科大の名がなかったのは残

念です。

—— そのように感じられる原因はどこにあるの

でしょうか。

私見で少し誤解を招くかもしれませんが、

アンケート結果は、地域とのつながりを大

切にしてきたはずの「日本にない大学」が、

小中学生にとっては「香美市にない大学」

となっていたわけです。大学も住

民も共有できていると思っ

ていたその理

念にギャップ

が生じている

のでしょう。

この間、以前イベン

トで知り合った学生から挨拶

されて、嬉しいのと同時に、「挨拶」という当たり

前のことを嬉しいと感じることに違和感を憶えまし

た。地域の中で人情的な結びつきが築かれず、アパー

トとコンビニと大学の間だけで生活が完了する学生

がいる現状をみれば、私自身が２０年間夢見ている、

彼らがまちの中で学生生活を謳歌する姿は、まだ道

半ばです。

—— そのように大学や学生に対し、率直な感想をいただ

くことはありがたいことです。むしろ、山崎さんの言葉か

ら、本当に大学を愛してくれているのだと改めて感じてい

ます。私ももう一度、原

点に立ち返って、大学と

地域の人々との新しい

関係をつくり上げてい

く時期に来ているよう

にも思います。

さて、工科大生にエールを送るとすれば、どんな言葉を頂

けますか。

常に「君たちの行く先に“幸”多かれ」と祈って

います。そして、在学中はしっかりとまちの「住

民」になってほしい。まちが最大限活性化するには

２５００人の学生みんなが、まちの中でいきいきと

学び、暮らすことが必須条件です。そのことが君た

ちには様々な経験や出会いを、周りの人々にも様々

な出会いや幸せをもたらし、君たちの幸せにつなが

ります。その幸せの種の育て方を学んだこのまちは、

いつでも君たちを「おかえり」と温かく、なつかし

く迎えてくれる第二の「ふるさと」となるのです。

そんな学生たちがいて、「日本にない大学」の実現

ができると考えますし、私もその実現のために微力

を尽くし続けたいと考えています。

今回のインタビューは、香美市議であり、大学のすぐ近く

で酒店と飲食店を営む山崎眞幹さん。お子さん二人が本

学卒業生で、本学後援会の副会長もつとめていただいて

おります。

学生たちには、大学祭で音響を担当してくれる「ヒゲのお

んちゃん」として、なじみ深いかもしれません。

実は、私と同学年でもあり、学生時代には、2人と

も大江健三郎や谷川俊太郎などの作品を耽読

していたよう。おいしい最中とコーヒーを頂

き昔話をしながら、大いに本音で語り合いま

した。

香
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今回のインタビュアー
事務局学生総括部長　入野耕一

KUT 応援団まちの

インタビューを終え

て
気が付けば、あっとい

う間に2時間が過ぎていまし

た。互いの学生時代を振り返りな

がら、話が始まったわけですが、聞

き手も結構熱くなってしまいました。

どうやら、2人は本当に大学が大好

きなようです。そのことに改め

て気づくことができたこと
に感謝します。
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今こそ教育改革！高知から世界に挑む

世界を熟知し、風をよむ
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チャンスをものにして、
幸運をつかめ

　幸運の女神には、前髪しかない―　

チャンスは一度通り過ぎると、後から追い

かけて後ろ髪をつかもうとしても、つかめ

ないというイタリアのことわざだ。「準備

をして待っていると、幸運の女神をとらえ

ることができる。幸運をつかむためには

準備を怠りなく、チャンスが来たら一気に

やること」という佐久間健人学長。準備期

間、約10ヶ月という異例のスピードで、私

立大学として初の公立大学法人化を実現

させた立役者である。「タイミングを見極

めて、総務省、文科省に出向き、法人化

の意向を伝えました。東京の一人当たり

県民所得は当時約460万円で、高知は約

210万円。これだけの地域格差が生じた

時に、地方こそ授業料の安い大学が馴染

む。首都圏一極

集中の

行き過ぎに対する是正策として、こういう

メッセージを出したいと言うと、快諾して

くれました。準備しても幸運が来るとは限

らない。でも、しない限りは来ません」。

　世界の常識を覆した、セラミックス超塑

性研究の第一人者である佐久間学長は、

2005年に副学長として本学に着任し、

2008年に学長に就任。それ以降、工学

部再編をはじめ、数々の教育改革を成し

遂げてきた。そこには、常に学長の「風を

よむ力」がある。

世界基準の人材を育てる
ために
　2009年の公立大学法人化以降、佐久

間学長が特に力を注いでいるのが、教養

教育だ。今後の教育のあり方を考える上

で、学生たちが世界で活躍するための大

事な鍵が、教養にあるという。

「日本の教育システムで教養が身に付

く授業はほとんどありません。私自身

が教養の問題を意識し始めたのは、

助手になった頃。スウェーデン人の留

学生に、『スウェーデンってどんな

国？』と聞いたとき、10分間も

あれこれ話すのを見て、自

分は外国で同じように答

えられないことに気付

きました」。海外では、

自国についていかに話

せるかが、教養の有無

を測るものさしになる。特

に欧米の知識人は、相手が共通の

土俵で話せるレベルの人間であるか

どうかを、会話を通して見極め

ているという。「相手の

国のことはおろか、自国のことも知らない

のでは、国際関係なんてあり得ない」。そ

んな自身の経験に基づいた思いから、今

秋には学長自ら教養の講義を行い、世界

で活躍できる社会人になるため、最低限

知っておいてほしいことを学生たちに伝

えていく。文化、歴史、経済、国際情勢な

ど、講義内容のジャンルは実に幅広い。

　また、佐久間学長は、かねてよりこんな

危機感を抱いていた。「今の受験制度で

は、似通ったレベルや考え方の学生が集

まって来るため、人間力を身につける上

で最も重要な多様性とは無縁の世界に

なってしまうのではないか」。そこで、昨

年度から、課外活動の支援を本格的に始

めた。練習環境の整備を始め、強化種目

を選定し、課外活動と学業の文武両道を

目指す特別推薦入試を開始した。その結

果、女子卓球部は、昨年の全国国公立選

手権で団体３位、ダブルス準優勝など、早

くも結果を残し、男子バレーボール部も、

来年度は四国選手権で優勝を狙えるレベ

ルにまで急成長を遂げている。体育館の

雰囲気が一変し、他の部活に良い影響を

与えていることも大きな成果の一つだ。

　さらに、3年前から年に一度開催してい

る、日本を代表する若手演奏家によるコ

ンサートも、佐久間学長が力を入れてい

る行事のひとつだ。「スポーツや芸術は

非常に厳しい世界。あのレベルを維持す

るために彼らがいかに努力しているかを

見てほしい」。あらゆる分野の一流にふれ

ることが、教養の理解につながってくる。

これからの教育と
日本社会を見据えて
　世界的に見ても、大学は厳しい競争の

時代にある。「2年前、ケンブリッジ大学

の学長は、『今は大学が世界的な競争の

嵐の中にあり、立ち止まるという選択肢

はない』と言っています。ましてや、本学

が立ち止まっている余裕はありません。

しかも、日本の大学改革は、中国に著しく

遅れをとっている。だから今、教育改革と

言っているのです」。

　そんな中、今の日本社会は、耳障りの

いい言葉だけを受け入れ、聞きたくない

ことは聞かない、しかし、口は出すという

無責任な体制になっていると佐久間学長

は警鐘を鳴らす。「こんな現状だからこ

そ、学生たちには、世界の状況を見て、自

研究者時代に読んでいた本は、専門書ばかりだったという佐久
間学長。研究を退いた今は、解放された気分で、好奇心の赴く
ままに読書を謳歌しているそうだ。ドキュメンタリーが好きで、
特に外国人ジャーナリストが描く日本社会には、新しい視点
があり、非常に勉強になるという。「読書をすると、今でも目
から鱗が落ちるようなことに時々出会うんです」。教養を深
めるにはまず日々の読書から、なのだ。

元世界覇者の濵田美穂監督率いる女子卓球
部。昨夏には中国に遠征し、中国トップレベル
の瀋陽工業大学卓球部と親善試合を行った。

日本のトップ演奏家によるコンサート「心に
響く音楽の調べ in工科大」。集中講義の一
環として実施し、一般にも公開している。

ら考え、判断できる力を身につけてほし

い。早く目を覚まして、日本をなんとかし

ないといけないということに気付いてほ

しいのです」。今こそ、教養教育が不可欠

な理由はここにもある。次世代が日本を

変える原動力は、教養にあるといっても

過言ではないのだ。教養があってこそ専

門力も輝きを増すといえる。

　世界を知れば知るほど、日本の現状は

おのずと浮かび上がってくる。研究者とし

て世界を飛び回って来た経験が佐久間学

長の思いの根幹にあるのだろうか。「それ

もあるかもしれないけど、青臭いっていう

性格かもしれない（笑）。だまっていられ

ないんですよ。今の日本にこれだけの危

機感を持てたのも、高知に来たおかげで

す。東京にいたら気付かなかったことばか

り。高知には地域をなんとかしたいと言う

人が非常に多い。これこそ財産です」。

そよそよと吹き始めた風が、旋風となる日

も近い。

教
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したね。

西川　僕も見て来たことや感じたことを友人

に話したりもしましたが、期待したほどの反応

がないというのが、正直なところです。やっぱ

り実際に行ってみないとわからないのかなと。

弘光　僕の場合も活動をスライドにまとめ

て、研究室の 3 年生全員の前で発表しまし

た。その中で「見ているだけじゃわからない

ので、実際に行ってみてください」というこ

とを強調しました。でも、反応を見ていると、

やっぱりどこか伝わっていない気

がしていたのですが、先日感化された後輩た

ちが、被災地をまわって来たそうです。本当

に嬉しいですね。

今改めて考える、自分た
ちのこれから

小澤　僕は日常のもろさに気が付いたので、

そこを一番大切にしていきたいです。支援も

続けていきたいですが、頻繁には行けないの

で、自分のポジションでできることを模索して

活動していきます。

弘光　4 月に大学院に進学するのですが、

工科大の BCP ※をテーマとした授業で、リー

ダーを担うことが決まっています。まずは授

業のまとめ役として、この経験を存分に活か

したいと思います。

西川　僕は施工管理の仕事をしたいという

目標があります。大地震にも耐え得る、構

造的にしっかりしたものをつくりたいという意

識がより強くなりました。こうして、ボランティ

アに行った方の話を聞くだけでも、さらに刺

激になりますね。

小澤　ボランティアを経験した学生同士の

交流は今までなかったですよね。今後も情報

交換ができる場があればいいなと思いました。

弘光　滞在時の注意点などをこれから行く

人たちにも情報提供できればと思います。こ

れをきっかけに、そうしたこともやっていきた

いですね。

僕たちが行って、見て、
感じたこと
小澤　僕が見た被災地の風景は、本当に

何もないという状況でした。元に何があった

のかわからないので、悲しいという感情すら

湧いてこないというか。何もなさ過ぎて、何

も感じられなかったですね。

弘光　最初に驚きを持って感じたのが臭い

でした。あの臭いはニュースではわからない。

メディアによる報道と、行って感じることは

やっぱり全然違うんだなと思いましたね。と

にかく現場では処理しきれない感情が多すぎ

て、戻って来て改めて感じることがたくさんあ

ります。

西川　テレビで見た映像から、被災地の状

況をイメージできてはいましたが、実際の現

場を見た時は衝撃でした。でも、1ヶ月もい

るとその風景が当たり前になってしまって。

地元の人が話してくれた「これが日常になっ

てしまったのだから、覚悟を決めて生きていく

しかない」という言葉が印象的でした。

弘光　そんな中でも、地元の人はすごく元

気でした。宿泊した旅館の方も本当に親切

で、作業中に氷とオロナミン C が入ったバ

ケツを持って来てくれたときには、涙が出そう

になりました。遠くから来て頑張ってくれてい

るのだから、自分たちが沈んでいるわけには

いかないと、皆さん意欲にあふれていて。何

より東北の人はとても優しいです。高知の

人のようなアットホームな感じがありますね。

行動したからこそつかめ
た、それぞれの実感

小澤　現地に行ったこと自体が、一番の収

穫でした。現地の風景を感じながら、自分

の日常と比べてみるだけでも、やっぱり全然

違います。

弘光　僕は東北に大きな関心を持てたこと

がよかった。ニュースで得た情報に実感が

伴ったことで、とても強い関心になったし、

それが今後のエネルギーになりました。

西川　東北の人と会って話ができたことが

何より心に残っています。僕が行った仮設

住宅は漁師さんが多く住んでいて、皆さんと

ても元気でした。震災当時のことはやはり聞

きにくかったのですが、津波の話も自然にし

てくれました。「今まで海にもらっていたもの

が、海に帰って行っただけ」という言葉を聞

いたとき、その強さに感動を覚えましたね。

小澤　こうして現地で感じたことを多くの人と

共有したいという思いが募り、先生にお願い

して、報告会を行いました。参加者の皆さ

んも共感してくれたので、やった甲斐はありま

小澤 武史くん
マネジメント学科１年
宮崎県出身

西川 直希くん
大学院社会システム
工学コース修士１年
大阪府出身

弘光 太郎くん
工学部社会システム
工学科４年
高知県出身

※災害時の事業継続計画

地元の意志を何より大切に

体調は万全の状態で

すべては自己責任で

できることを無理なく

相手を思いやる心の余裕を持ち、
地元の意志を尊重することが大切です。

想像以上の現実に立ち向かうため、
心もカラダも元気な状態で向かいましょう。

宿泊場所や食事の確保は自分自身で。
被災地の負担にならないよう、準備は万全に。

自分ができること、できないことをわきまえて、
無理のない行動をしましょう。

▲一緒に作業したボランティアの方々の熱意
に、感化されました。
◀2階まで浸水した高齢の方の自宅から、荷物
を次々と運び出しました。

言葉では表せない、ヘドロの悪臭
が辺り一帯に漂います。

宮城県気仙沼市
2011年10〜11月

研究室の活動の一環として、仮設住宅
の環境改善に取り組む。室内に防音シー
ト、窓や玄関先には軒を設置するなど、
地元の人たちの要望に応じた様々な作
業を行う。

モンゴルの移動式住居「パオ」で寝泊まり。
日常の有り難さが身にしみました。

漁師さんの仕事場で一日だけ
お手伝い。養殖用ホタテに穴
をあけ、紐を通す作業です。

仮設住宅と言っても多種多
様。住環境が良くない住宅が
数多く見受けられました。

岩手県陸前高田市
2011年9月12〜14日

特別講義に来られた三重県松坂市
の副市長が所属する復興支援団体
の活動に参加。津波で流された屋
根や大木の撤去、浸水した家から
家具などを運び出す作業を行う。

西川くんの活動記録

小澤くんの活動記録

ボランティアの心得

1
2
3
4

エフ
エフ
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ス

所属する建設マネジメント研究室と
愛媛大学が合同で結成した「災害ボ
ランティア団」の活動として、現地入
り。側溝に堆積したヘドロの除去作業
を行う。

宮城県石巻市・女川町
2011年6月9〜13日

相当量のヘドロが堆積し、
予想以上の重労働でした。

弘光くんの活動記録
被災地には、体力のあ
る若い人材が必要です。
メディアでは伝わらな
い現状を痛感しました。

普通の日常が失われ
た光景を目の当たり
に。今、自分たちが
いかに幸せかを実感
しました。

僕たちが体感した東北の今
被災地でボランティア活動を行った 3人が語る、あふれる思い

Vol
.50

地元の皆さんは、思った以
上に明るく元気で、なによ
り強い。自分たちが勇気
づけられました。
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学生たちが商品開発！

「谷秦山絵馬」で地域おこし

音楽系サークル合同企画！

絆を深め合う
「楽祭〜絆〜」

県内約 60 企業が参加
合同会社説明会

震災対策の具体化
に向けて南国市に
仮設住宅提案

それぞれの思いを胸に、
新たな旅立ち

卒業式・学位授与式

先輩たちに就職相談！

就職交流会

国際交流で新年を祝う

留学生寮の新年会
高知の活性化を目的に活動する、

学生団体「商品開発サークル」が開発した新商品

「谷秦山絵馬」が完成しました。

その商品は県産素材を利用した「鉛筆削り」で、土

佐山田町発祥の「土佐打刃物」を、鉛筆削りの刃

の部分に利用しようと考案。土佐南学中興の祖と

して知られ、現在では“学問の神様”として墓所（土

佐山田町）に多くの人が合格祈願に訪れる「谷秦

山」にちなみ、

絵馬をかたどりました。

部長の濵田将くん（写真中央）は、「受験のお守り

はもちろん、学業に関わる多くの人に使ってもらえれ

ば」と、地元の活性化に一役買える充実感やアイ

デアを形にできた達成感でいっぱいの様子。完成

した「谷秦山絵馬」は、2月19日（日）に行われた谷

秦山先生墓前祭でお披露目、販売されました。

３月16日（金）、平成23年度卒業式・学位授与

式が執り行われ、学士課程356名、大学院修

士課程120名、博士後期課程8名の計484名

の卒業生が新たな一歩を踏み出しました。

式では佐久間学長から「卒業される皆さんには

常に視野を広く持ち、世の中をより高い視点か

ら理解すべく研鑽を重ねてほしいと思います」と

はなむけの言葉が贈られ、卒業生・修了生代表

の岩浅僚くん（工学部知能機械システム工学

科）からは「今後は高知工科大学で得た知識と

経験に誇りと自信を持ち、高い志をもって、社会

に貢献していきたいと思います」との謝辞が述

べられました。

式終了後は、卒業記念イベント「えん」が開

催されました。これは香美市商工会と在学

生の共催により1期生の卒業式から続く本

学伝統のパーティー。屋台で

は商工会の皆さんにご用意

いただいた郷土料理などが振

る舞われ、卒業生たちはお世話

になった方々や友達、そしてキャ

ンパスに別れを惜しんでいまし

た。

12月10日（土）、本学講堂にて、音楽系サーク

ル合同の「楽祭～絆～」が開催されました。

地域の皆さま、部員同士、そして音楽を楽しむ者

同士の絆を深め合うことをテーマに、学生自ら

企画・主催したものです。準備から複数の学生

団体が関わることで、苦労も多い反面、ひとつ

のものをつくりあげる喜びを感じる機会にもなっ

たようでした。

当日は、約100名の観客に見守られ、それぞれ

の団体が曲や歌を披露。イベント後半には、ピ

アノ同好会と吹奏楽部、アカペラサークルのコ

ラボレーションステージがあり、「楽祭」ならでは

の音の響宴が実現しました。

また、当日は高知で活動されているBiscottiさん

と、Musical Timeさんにもゲストとして登場いた

だき、イベントを盛り上げていただきました。

1月18日（水）、19日（木）の2日間、大学会館にお

いて合同会社説明会を開催しました。

学士課程3年生と修士1年生を対象に、より多く、そ

して様々な業種の企業・団体と面談する機会を提

供することを目的に毎年開催しており、今回は2日

間で県内約60の企業にご参加いただきました。

説明会やエントリーシートの解禁が例年より2ヶ月ず

れこみ、短期決戦となった平成25年春卒業予定

者たちの就職活動もすでに本格化しています。

　会場内では真剣な表情でメモをとり、熱心に質問

をする学生たちの姿が多く見られました。

物部川流域の山・川・里・海経営の実務者や研究

者による講義とその指導のもとに実施するグルー

プ毎のフィールドワークから、自然環境を活かした

産業の現状を理

解し、その保全が

人々の暮らしと産

業の基盤となるこ

との理解を目的と

する講義「地域共生概論」

のフィールドワーク成果発

表会が、1月28日（土）、一

般の方々にも公開して実施されました。

物部川川祭りを通した「ゴミを考える」班、物部のゆ

ず狩りツアーに参画した「ゆず狩り班」、土佐山田

商店街の活性化を提案する班、GKH（高知総幸

福度）の開発を提唱する班・・・、各プロジェクト毎の

発表が行われ、地域住民の方 も々交えた討論会で

は今後のプロジェクトの運営や、情報発信につい

て活発な意見交換がなされました。

吹奏楽部 WIND BRASS

毎年恒例！
卒業コンサート開催

吹奏楽部WIND BRASSによる第13回定期演

奏会「卒業コンサート」が、2月26日（日）、本学講

堂にて、今年も開催されました。

今春卒業する部員たちにとっては、活動の集大

成として催されたその内容は、クラシックはもちろ

ん、J−POPからアンサンブルまでの多彩なプロ

グラム。抽選により観客の方が楽曲の一部を指

揮するというサプライズまであり、ご来場

いただいた観客の皆さまとともに、楽し

いひとときを過ごすことができたようで

した。

1月30日（月）、南国市役所にて大谷英人教授

（システム工学群）と同研究室の篠原尚登く

ん（大学院修士課程社会システム工学コース

2年）による「南国市における震災復旧仮設住

宅建設の事前対策」と題した研究報告会を開

催しました。

出席した同市や県の防災担当者らに、南海地

震による被害予想をもとに割り出した仮設住

宅必要戸数と使用可能な候補地や建設可能

戸数、そして過去の震災を教訓に、被災地域の

人々がまとまって同一地区の仮設住宅へ入居

する必要性などを発表。篠原くんは「津波被害

の想定が標高10メートルなら2,260戸、15メー

トルまで引き上げた場合は現在の公有地だけ

では約4280戸の公的仮設住宅が不足する。

防災公園の整備や民間地利用

に向けた制度づくりを事前に進め

る必要がある」と提言し、仮設住

宅の建設計画が具体化されてい

ない本県に、この研究結果が活

かされることを望んでいました。

1月7日（土）、留学生が暮らす楠目寮にて、毎年恒

例の新年会が行われました。

本学には現在約40名の外国人留学生が在籍して

おり、この新年会は同寮が誕生した平成15年から

続けられているもので、近隣住民の皆様との交流と

国際文化理解を深める目的で催されています。

当日は、留学生や近隣の方々に、日本人学生、教

職員も加わり、食事やコミュニケーションゲームなど

で、新年を祝う楽しいひとときを過ごしました。

卒業生と在学生との就職交流会が開催されまし

た。１月14日（土）の関西支部就職交流会では、

学生36名、卒業生9名が、１月21日（土）の関東

支部就職交流会では、学生24名、卒業生9名

が参加しました。

学生たちは、就職活動の相談のほか、先輩が勤

める会社や業務についての話などを熱心に聞

き、卒業生も親身になって話をされていました。限

られた時間

での交流で

したが 、学

生にとって

は貴重な情

報を得ること

ができたよう

です。卒業生からは、学生と話すことで「初心に

戻ることができた」「刺激をもらえた」などの感想も

いただき、実りある交流会となりました。

【演奏】
吹奏楽部 WINDBRASS/ピアノ同好会/アカペラサークル 
KOCO’A/DTM同好会　RESONANCE

【運営】（舞台照明操作、音響操作、録音作業）
PA同好会/DTM同好会

【制作物】（告知フライヤー）
アートサークル

物部川を考える「地域共生概論」

フィールドワーク成果報告会

peace
!
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　11月28日（月）から12月21

日（水）にかけて、本学及び

東京教室において、短期セ

ミナー「第2回国際建設プロ

ジェクトマネジメントコース」

が開講されました。

　これは、社会システムマネ

ジメントコースの主要科目を骨格にし、国際事業展開に必要な人材の

短期育成を目指したものです。我が国の建設産業が持つ特性を国際

市場の実態と比較しながら理解し、国際競争力の向上の基盤となるコ

スト管理、スケジュール管理、契約管理、リスク管理、プロジェクトファイ

ナンスなどを体系的に捉えたプロジェクトマネジメント技術が学べます。

　昨年3月に実施した第１回セミナーでは発注機関、建設企業、コンサ

ルタントなどの中堅技術者を中心に行われました。今回は第二弾と

して、草柳俊二教授（システム工学群）の講演や、実際に海外プロ

ジェクトに携わる方々によるパネルディスカッションを実施。様々な課

題とそれに対する取組みについてお話いただき、熱心な議論が行われ

ました。

　本セミナーは、文部科学省が定める「大学等の履修証明制度」 に対

応した教育プログラムで、修了者へは学校教育法に基づく「履修証明

書」を交付されました。

　12月3日（土）、本学にて「高知工科大学ナノテク研シンポジウム

2011」が開催されました。

　ナノテクノロジー研究所が、学内外のナノ材料研究者の互いの研究

分野を知ることで、今後の研究協力の可能性を見出し、研究をさらに

活性化することを目的としています。

　昨年に続き2回目となる今回は一般の方にも公開され、学内外のナノ

材料研究者の交流のきっかけになったようです。

　1月12日（木）、本学講堂にて「高等学校産

業教育生徒研究発表会」が開催されました。

産業教育関係などの高校で学ぶ生徒の主体的

研究活動を活性化し、産業教育の振興を図るとと

もに、生徒のプレゼンテーション能力の向上を目

的とした取組みです。

　本発表会は半世紀以上の歴史を持ち、平成20年

度より地域教育支援の一環として本学を会場として

います。さらに、大学の視点から特に優れた研究活動

には「高知工科大学長賞」を授与するなどしてきま

した。

　開会式で、昨年度の受賞校「高知県立高知東

工業高等学校」による高知工科大学長賞カップ の返還

とそのレプリカ授与が行われた後、参加13校により様々な工夫を凝ら

した15テーマのプレゼンテーションが展開されました。

　参加生徒への参考事例として行われた本学大学院生

2名による英語でのプレゼンテーションにおいても、

熱心に質問する高校生の姿が見られました。　

　「気候変動と適応策に関するシ

ンポジウム」が1月28日（土）、29日

（日）、2月5日（日）、18日（土）の4

日間、開催されました。本学の社会

マネジメントシステム研究センター

と東京大学との連携により研究し

ている、気候変動の豪雨や干ば

つ、社会や経済に与える影響予測について情報提供するものです。

　このシンポジウムは四国4県の5か所で実施されており、行政や専門家

と市民との対話を通じて、課題を解決する適応策を決定していく「地

域経営システム」を創造するための社会実験でもあります。

　二酸化炭素などの温室効果ガスの増加により、どのように気候変動

が生じるのかを、水の循環現象に基づいて説明するともに、それによる

豪雨や干ばつの変化や、四国の水資源への影響により、経済や市民生

活にもたらされる変化、市民の水に関する満足度がどう関わっている

のかについて解説します。

　このイベントは5年計画で昨年より実施しており、今年が2年目です。

年々、気候変動に関わる情報が充実してきており、今後も大きな期待

を寄せています。

　公共交通活性化の条件のひとつに、駅から目的地までの移動手段の

充実があげられます。公共交通のその先、“Last One-mile Transit”が不

便では公共交通の利用は促進されません。

　今回電動アシスト自転車を、本学と最寄り駅である土佐山田

駅および香美市役所をより便利にする「足」として取り上げ、3拠

点に専用駐輪施設を設置し、本学が開発した非接触充電式の

電動アシスト自転車10台（高知工科大学：5台、香美市役所：2

台、土佐山田駅：3台）と携帯電話からwebサイト

を経由して充電状況の確認および予約・使用でき

るシステムとの併用により運用し、本学教職員を対象に1年間

の実証実験を開始しました。

　「こんなときK-Cle」をキャッチフレーズに、大学職員による地

元土佐山田町内への日常業務における移動や、

普段自動車を利用する高知市内へ

の用務に本システムを利用すること

で、公共交通（JR等）の利用促進およ

び低炭素社会の実現を目指します。

　12月15日（木）、ハルビン工業大学から周玉副学長率いる8名の訪問

団が来学されました。

　ハルビン工業大学は、211工程および985工程に選ばれた中国トップ

クラスの理工系大学で、本学とは国際交流協定を結び、昨年、今年と

2年続けて本学学生が短期研修で訪問するなど、学生、教員の交流が

盛んに行われています。

　当日は訪問団と本学役職者との意見交換、施設・研究室見学の後、

ナノテクノロジー研究所主催の講演会にて同大材料学院の賈徳昌教

授に、全学教員対象のサイエンスカフェでは周玉副学長にそれぞれご

登壇いただきました。

　その他、本学大学院博士後期課程に在籍する中国からの留学生との

懇談など、充実した学術・国際交流を

図ることができました。

　大学は「フィニッシング・スクール」として社会が求める人材を育成

し、送り出す役割を担っており、様々な取り組みが行われています。

本学では2003年から新入生向け導入教育「スタディスキルズ」を始

め、4年間を一気通貫する7つのキャリア教育体系を整備して3年が経

過しました。

　そこで今回、「人が育つ大学教育をめざして」をテーマに、第3回キャリ

ア教育シンポジウムを開催し、約100名の方にご参加いただきました。

企業・大学・高等学校から6名の講師をお招きした講演や本学の取り

組み発表の他、パネル討議では会場の学生を始め、一般の方からも意

見や提案があり、「人が育つ教育に共感した」との感想をいただくなど、

大きな盛り上がりを見せました。

　いただいた情報や意見交換から今後の方向性を探り、本学では教育

力のさらなる向上を図ります。

　1月12日（木）、山本真行研究室（システム工学群）が、宇宙航空研究開

発機構（JAXA）、北海道大学と共同で開発した搭載機器および地上観

測装置を用いた宇宙実験が行われました。

　「熱圏」（高度80～1000km）と呼ばれる大気の動きを調査する実

験で、高度を変えてロケットからリチウム蒸気を3回放出。蒸気が

太陽光を受けて輪状に赤く光る発光雲から、大気の温度や風

の振る舞いを3地点（鹿児島県内之浦、高知県宿毛市、室戸

市）にて撮影、観測に成功しました。

　ロケットは午前5時51分、鹿児島県内之浦宇宙空間観

測所から打ち上げられ、6時前頃から加熱してガス状にし

たリチウムを噴射。リチウムは約1時間ほど漂い、同観測所

と宿毛、室戸両市に設置したカメラで撮影されました。

《高知工科大学長賞》

自律創造型地域課題解決学習
～カツオタタキバーガーを全国に広めよう！～
大方高校（かつおガールズ）

研究開発のさらなる活性化に向けて

ナノテク研シンポジウム2011

人が育つ大学教育をめざして

キャリア教育シンポジウム開催

JAXA、北海道大学と共同開発

観測ロケット実験

公共交通の利用促進へ

K-cle 実証実験はじまる
充実の学術・国際交流

ハルビン工業大学、周副学長らが来学

　１月28日（土）、本学にて、公開シンポジウム・地

域活性化システム論Ⅱ｢地域の光を観る｣～観

光による地域活性化への新しい

提言～を開講しました。

　これは本学が法政大学、札幌学

院大学、沖縄大学と連携して行っている、全国の地域で活躍し、地域

活性化を推進する人材育成「プロフェッショナル〈まちづくリスト〉育成

プログラム」事業の一環として開催したものです。

　講師にデザイナーで梅原デザイン事務所主宰の梅原真氏、石垣市経

済振興公社専務取締役の真栄田義世氏、まちづくりコーディネーター

で札幌国際大学観光学部教授の吉岡宏高氏の3人をお迎えし、約120

名の県民・学生が聴講しました。

気候変動とその影響を理解する

シンポジウム開催

地域活性化への新しい提言！

「地域の光を観る」公開シンポジウム

学長賞はカツオタタキバーガー！

高等学校産業教育研究発表会

国際事業を担う人材を短期育成

国際建設プロジェクト
マネジメントコース開講
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見たい！　　聞きたい！　　知りたい！　　工科大あちこち探訪レポート　

構
想
3
年
!?

現
在
、高
知
工
科
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
力
を

入
れ
始
め
て
い
ま
す
。し
か
し
、練
習
の
場
が
少

な
く
、学
内
に
１
つ
し
か
な
い
体
育
館
を
各
団
体

交
代
で
使
用
し
て
い
た
た
め
、必
然
的
に
練
習
時

間
が
短
く
な
り
、思
う
よ
う
に
力
が
伸
ば
せ
な
い

状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
体
育
館
の
増
築
が
計
画
さ
れ
、構
想
か
ら

３
年
を
経
て
、新
体
育
館
が
こ
の
ほ
ど
完
成
！
開

放
的
な
雰
囲
気
に
、緑
や
レ
ン
ガ
を
使
用
し
た
工

科
大
の
カ
ラ
ー
と
デ
ザ
イ
ン
を
兼
ね
備
え
た
も

の
と
な
り
ま
し
た
。見
事
に
キ
ャ
ン
パ
ス
と
一
体

感
の
あ
る
建
物
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
体
育
館
の
中
は
？

外
観
は
２
階
建
て
で
、体
育
館
や
武
道
場
と
は

異
な
る
印
象
で
す
。早
速
、気
に
な
る
内
部
を
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。正
面
玄
関
に
入
る

と
、太
陽
の
光
が
射
し
て
明
る
い
雰
囲
気
。正
面

奥
に
は
既
存
の
体
育
館
と
つ
な
が
っ
て
い
る
扉

が
あ
り
、出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。元
々
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
違
和

感
の
な
さ
が
、素
晴
ら
し
い
！

ま
ず
案
内
さ
れ
た
の
は
、
玄
関
か
ら

入
っ
て
右
手
に
あ
る
弓
道

場
。夜
で
も
使
用
で
き
る
よ

う
照
明
完
備
で
す
。こ
れ

で
、い
つ
で
も
練
習
で
き
ま

す
ね
。そ
の
ま
ま
弓
道
場
の

裏
に
回
る
と
、防
災
倉
庫
が

建
て
ら
れ
て
お
り
、災
害
に
備
え
水
や

食
料
な
ど
を
貯
蔵
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。大
学
の
災
害
へ
の
意
識
を
感

じ
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
ス
ロ
ー
プ
を
通
っ
て
、新
し
く

建
設
さ
れ
た
部
室
棟
へ
。２
階
建
て
の

18
室
で
す
。自
然
光
の
た
っ
ぷ
り
入
る
明

る
い
つ
く
り
は
学
長
の
意
向
だ
そ
う
で
す
。紫

外
線
を
カ
ッ
ト
す
る
窓
や
十
分
な
換
気
機
能
が

あ
る
室
内
は
、快
適
に
利
用
で
き
そ
う
。次
に
、

玄
関
か
ら
左
手
に
あ
る
卓
球
場
を
見
学
し
ま
し

た
。壁
面
に
は
大
き
な
鏡
が
備
え
付
け
ら
れ
て

い
て
、フ
ォ
ー
ム
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。よ
さ
こ
い
の
練
習
に
も
利
用
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
次
に
向
か
っ
た
の
は
更
衣
室
で
す
。こ
こ

に
も
、こ
れ
ま
で
に
は
な
い
素
敵
な
機
能
が
！

一
人
暮
ら
し
の
学
生
ア
パ
ー
ト
で
は
な
か
な
か

見
ら
れ
な
い
、自
動
で
温
度
調
節
し
て
く
れ
る

シ
ャ
ワ
ー
が
あ
る
の
で
す
。学
生
ア
パ
ー
ト
で
は

湯
と
水
の
調
整
が
面
倒
な
の
で
住
み
た
く
な
り

ま
す
ね
…
…
。２
階
に
上
が
る
と
、武
道
場
が
！

剣
道
、柔
道
、テ
コ
ン

ド
ー
、合
気
道
と
い
っ

た
様
々
な
部
活
で
使

用
で
き
ま
す
。床
下
に

ス
プ
リ
ン
グ
が
つ
い
て

い
た
り
、雑
巾
が
け
用

に
シ
ン
ク
が
備
え
ら

れ
て
い
た
り
と
多
機

能
な
構
造
で
し
た
。

土
の
下
か
ら
…
!？

こ
う
い
う
大
き
な
建
築
を

見
学
し
て
い
て
興
味
が
出

て
く
る
の
は
、施
工
中
の
ハ

プ
ニ
ン
グ
！
早
速
聞
い
て
み

る
と
、…
…
あ
り
ま
し
た
！

工
科
大
が
で
き
る
前
、こ
こ
は
林
業
試
験
場
だ
っ

た
よ
う
で
、新
体
育
館
建
設
場
所
に
横
５
m
、縦

６.

７
m
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
貯
水
槽
が
撤
去
さ

れ
ず
に
埋
設
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。工
事
は
こ
の

大
き
な
埋
設
物
を
掘
り
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
そ
う
で
す
。ま
た
、丸
い
石
が
た
く
さ
ん
出
て

き
た
こ
と
か
ら
、昔
こ
の
場
所
が
川
だ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
そ
う
。「
遺
跡
が
出
て
き
た
ら
建
設
中

断
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
ね（
笑
）」と
和
田
さ
ん
は
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
建
設
中
は
、模
型
や
図
面
構
成
な
ど

が
学
生
の
教
材
と
な
っ
た
そ
う
で
、デ
ザ
イ
ン
を

担
当
さ
れ
た
吉
田
晋
准
教
授
は「
身
近
に
こ
ん

な
い
い
教
材
が
あ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
！
」と

嬉
し
そ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
社
会
生
活
の
礎
に
」

「
来
た
る
べ
き
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
」こ
れ
は
工
科
大
の
理
念
の
一
つ
で
す
。和
田

さ
ん
は「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
養
い
、社
会
に
出

た
と
き
に
役
立
つ
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
ほ
し

い
。そ
の
一
つ
と
し
て
体
育
館
を
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
そ
の
願
い
を
胸
に
、新
体
育
館
を
は

じ
め
と
す
る
施
設
を
使
用
し
、自
己
教
育
力
を

身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。さ
ら
に

は
、吉
田
准
教
授
か
ら
は「
閉
鎖
的
で
は
な
く
、

開
放
的
に
使
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
お
話
も
あ
り

ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
体

育
館
、大
切
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！！

「体育館付近で行われていた工事が完了した」という情

報を入手して、施設管理部の和田さんにお話を伺うこと

にしました。今回も引き続き、後藤・寺原がお送りします！

ウ
ワ
サ
の
「
総
合
体
育
館
」
を
大
公
開
！

学
生
で
一
番
乗
り
！

後藤　いやー、楽しかったね。

学生の中で一番に見せてもらえる

なんて、得したね！ 

寺原　桜が咲く頃には、ここも

たくさんの学生が使っているのか

な。桜といえば、正面玄関前の

桜は夜にライトアップできるよう

にされていて、咲くのが楽しみだ

よね。

後藤　そうそう。それにその前に

あるベンチ、理事長が開発され

た自己充填型コンクリートを使っ

ているんだって。

寺原　複雑な形をコンクリート自

身の力で形成するとはすごい！

施設管理部の和田さん

2階武道場

弓道場は完成まであと少し

学生特派員

左：後藤夏実さん（環境理工学群2年）

右：寺原春菜さん（環境理工学群2年）
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—— 山崎さんには、開学以前から高知工科大学に様々

な支援をいただいてきました。ありがとうございます。

開学して15年がたちましたが、本学に対して今、どのよう

な思いをお持ちでしょうか。

２０年前に、大学ができるということで、地元が賑

わう起爆剤になると夢を膨らませ、関係する方々と

共に様々な取り組みも行ってきましたが、それぞれ

の夢が現実のものとなったかと言えば、関係者の一

人としてその非力さを自省せざるを得ません。一つ

例をあげれば、先日、香美市が小中学生に行ったア

ンケートの「香美市で自慢できるものは何ですか」

という項目の回答に、工科大の名がなかったのは残

念です。

—— そのように感じられる原因はどこにあるの

でしょうか。

私見で少し誤解を招くかもしれませんが、

アンケート結果は、地域とのつながりを大

切にしてきたはずの「日本にない大学」が、

小中学生にとっては「香美市にない大学」

となっていたわけです。大学も住

民も共有できていると思っ

ていたその理

念にギャップ

が生じている

のでしょう。

この間、以前イベン

トで知り合った学生から挨拶

されて、嬉しいのと同時に、「挨拶」という当たり

前のことを嬉しいと感じることに違和感を憶えまし

た。地域の中で人情的な結びつきが築かれず、アパー

トとコンビニと大学の間だけで生活が完了する学生

がいる現状をみれば、私自身が２０年間夢見ている、

彼らがまちの中で学生生活を謳歌する姿は、まだ道

半ばです。

—— そのように大学や学生に対し、率直な感想をいただ

くことはありがたいことです。むしろ、山崎さんの言葉か

ら、本当に大学を愛してくれているのだと改めて感じてい

ます。私ももう一度、原

点に立ち返って、大学と

地域の人々との新しい

関係をつくり上げてい

く時期に来ているよう

にも思います。

さて、工科大生にエールを送るとすれば、どんな言葉を頂

けますか。

常に「君たちの行く先に“幸”多かれ」と祈って

います。そして、在学中はしっかりとまちの「住

民」になってほしい。まちが最大限活性化するには

２５００人の学生みんなが、まちの中でいきいきと

学び、暮らすことが必須条件です。そのことが君た

ちには様々な経験や出会いを、周りの人々にも様々

な出会いや幸せをもたらし、君たちの幸せにつなが

ります。その幸せの種の育て方を学んだこのまちは、

いつでも君たちを「おかえり」と温かく、なつかし

く迎えてくれる第二の「ふるさと」となるのです。

そんな学生たちがいて、「日本にない大学」の実現

ができると考えますし、私もその実現のために微力

を尽くし続けたいと考えています。

今回のインタビューは、香美市議であり、大学のすぐ近く

で酒店と飲食店を営む山崎眞幹さん。お子さん二人が本

学卒業生で、本学後援会の副会長もつとめていただいて

おります。

学生たちには、大学祭で音響を担当してくれる「ヒゲのお

んちゃん」として、なじみ深いかもしれません。

実は、私と同学年でもあり、学生時代には、2人と

も大江健三郎や谷川俊太郎などの作品を耽読

していたよう。おいしい最中とコーヒーを頂

き昔話をしながら、大いに本音で語り合いま

した。

香
美
市
で
自
慢
で
き
る

大
学
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

今回のインタビュアー
事務局学生総括部長　入野耕一

KUT 応援団まちの

インタビューを終え

て

気が付けば、あっとい
う間に2時間が過ぎていまし

た。互いの学生時代を振り返りな

がら、話が始まったわけですが、聞

き手も結構熱くなってしまいました。

どうやら、2人は本当に大学が大好

きなようです。そのことに改め

て気づくことができたこと
に感謝します。
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絆を深め合う「楽祭～絆～」 ／
合同会社説明会／国際交流で新
年を祝う 留学生寮の新年会／就
職交流会／物部川を考える「地
域共生概論」／学生たちが商品
開発！「谷秦山絵馬」 で地域お
こし／毎年恒例！卒業コンサート
開催／震災対策の具体化に向け
て南国市に仮設住宅提案

表紙のコトバ＝世界へ続く道

学生たちの日々

僕たちが体感した
東北の今

世界を熟知し、風をよむ

被災地でボランティア活動を
行った３人が語る、あふれる思い

高知工科大は今年で開学15周年！
これからも続く長い道のりをふみしめ
て、高知から世界へ発進！

佐久間健人
今こそ教育改革！
高知から世界に挑む

学長

04
応援団員

山﨑眞幹さん
山﨑酒店店主　香美市議会議員
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